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回覧 

第８５回 ＨＢＳ研究部 先端医研テクニカルセミナー  

  

  

 総合研究支援センター 先端医療研究部門では、皆様の研究にお役に立つようなテクニカルセミナーを

シリーズで開いております。 

 今回は、近年注目を集めているメタボローム研究が最新の研究でどのように応用されているのか、また

メタボロミクスを研究に取り入れるにあたり考慮すべき基本事項から実験構築例についてもご紹介し、メ

タボロミクスをより身近に感じていただきたいと考えています。多数の皆様のご参加をお願い致します。 

 

  日 時 ： 平成２５年１月２５日（金）１６：００ ～ １７：３０     

場 所 ： 基礎第三講義室（医学部基礎Ｂ棟３階西） 

講 師 ： 大賀 拓史 氏 ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ(株) 

     バイオマーカー診断事業部 

  

  

 

 16：00 ～ 16：05  はじめに      先端医療研究部門 副部門長  竹谷  豊  

 16：05 ～ 17：30  今こそ知りたいメタボロミクスのセオリー    大賀 拓史   
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メタボロミクスの応用例のご紹介 

  栄養・食品分野におけるメタボローム研究、動物モデルによる疾患研究やバイオマーカー探索研究の実例 

メタボローム研究の組み立て方 

  メタボローム解析を行うための基本事項や実際の実験デザイン例 

   
メタボローム解析で複数の代謝中間体の挙動が一目で把握可能！ 
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 生物は代謝物質どうしの複雑な化

学反応を組み合わせた代謝によりエ

ネルギーを作り出し、生命活動を支

えています。巧妙にホメオスタシスを

コントロールする生命の理解には、

多面的な視点が必須です。マイクロ

アレイ解析やプロテオミクスなどこれ

までの研究で得た知見に加え、メタ

ボロミクスの結果を重ね合わせること

で、生命を立体的に捉えることが可

能となります。 


